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MIRAIT ＝ MIRAI（未来）＋ITが示す とおり、これまで培った力を礎に、
「総合エンジニアリング＆サービス会社」 として経営基盤の強化と
事業の持続的な成長を図ってまいりま す。

株主の皆様へ

ごあいさつ
　株主の皆様におかれましては、日頃より当社グループ事業
へのご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　2010年10月に大明㈱、㈱コミューチュア、㈱東電通の共同
持株会社として、当社が設立されてから２年が経過いたしまし
た。当社グループはその名の由来であります「MIRAI（未来）
＋IT」が示すとおり、これまで培った力を礎に、「総合エンジニ
アリング＆サービス会社」として、社会に大きく貢献し、発展し
ていく会社にしたいという決意から本年10月に㈱ミライト、㈱ミ
ライト・テクノロジーズの２社体制をスタートさせました。
　以下に上半期の事業概況をご報告し、通期の見通しをご
説明させていただきました。ご一読のほどよろしくお願い申し上
げます。

　　　　　　　　　　　2012年12月

　　　　代表取締役社長　鈴木 正俊

設備事業ではＷｉ－Ｆｉの全国規模の案件やサーバ監視、基幹ネット
ワークの設計・施工、メガソーラー等太陽光発電システムの構築な
ど幅広い分野で事業の拡大を図ってまいりました。
　その結果、上半期の連結業績は受注高は１，３４１億８千４百万円、
売上高は１,１６５億２百万円といずれも前年同期実績を上回りまし
た。利益面についても売上高の増加や効率化施策の推進による
売上総利益率の改善もあり、営業利益は３７億３千１百万円、経常
利益は４２億２千６百万円と前年同期実績を上回りましたが、四半
期純利益については事業再編成に伴う特別損失を計上したことも
あり、５千８百万円と前年同期実績を下回る結果となりました。

　10月１日に大明㈱、㈱コミューチュア、㈱東電通の３社体制を東
京に本社を置く㈱ミライトと、大阪に本社を置く㈱ミライト・テクノロ
ジーズの２社体制に再編成しました。社名の由来であるMIRAI（未来）
＋ITが示すとおり、これまで培った力を礎に、「総合エンジニアリング

　わが国経済は海外経済の減速感の強まりや、貿易赤字が過去
最大になるなどマイナス成長が懸念される半年間となりました。情報
通信分野では、スマートフォン利用者の急速な拡大に伴い、ユー
ザーのニーズが高度化・多様化し、通信サービス全体に新たな価
値が求められる局面を迎え、ＮＧＮ、ＬＴＥのサービスエリア拡大や
地下鉄の駅間通信、Ｗｉ－Ｆｉによるデータオフロード化の推進な
ど、通信ネットワークの整備が急速に進展してきました。
　また一方では、東日本大震災以降ＢＣＰ（事業継続計画）の重要
性とクラウド・コンピューティングによる情報流通の多様性が注目
され、データセンタビジネス、サービスプラットフォームの構築やその
周辺サービスが新たなＩＣＴ市場拡大の原動力となってきました。
　こうした中で当社グループは、震災被害を受けた通信設備等の
復旧・復興に継続して注力するとともに、ＮＴＴ事業では故障修理・
保守などの設備運営業務のエリア拡大、モバイル事業ではＬＴＥ、
サービスプラットフォーム、地下鉄の駅間通信の構築、ＩＣＴ・総合

＆サービス会社」として経営基盤の強化と事業の持続的な成長を図
ることで、今期計画の受注高2,６１３億円（前期比3.7％増）、売上
高2,6５０億円（同１2.3％増）、営業利益８３億円（同５7.6％増）、
当期純利益３3億円（同1.5％増）はもとより、中期経営計画に掲げ
る２０１３年度までの成長目標を達成してまいります。
　株主の皆様におかれましては、引続き一層のご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

Q 上半期の事業概況について総括願います。

Q 通期の見通しについてはいかがですか？

１．情報通信を核とし、常に新しい価値を創造する「総合エ
ンジニアリング＆サービス会社」として、お客様から最
高の満足と信頼を得られる日本のリーディングカンパ
ニーを目指します。

２．安全と品質を大切に、最高のサービスを提供すること
によって豊かで快適な社会の実現に寄与します。

３．企業の社会的責任を果たし、常に人間を尊重する企業
として、人や社会と共存共栄する企業であり続けます。

経営の基本理念

■ 受注高　■ 売上高 （単位：億円）

2013年3月期
（第2四半期）

2012年3月期
（第2四半期）

1,010
1,170 1,165

1,341

■ 営業利益 （単位：億円）

37

2013年3月期
（第2四半期）

2012年3月期
（第2四半期）

2

■ 四半期純利益 （単位：億円）

2013年3月期
（第2四半期）

2012年3月期
（第2四半期）

5

0.5

■ 純資産　■ 総資産 （単位：億円）

2013年3月期
（第2四半期）

2012年3月期
（第2四半期）

1,384

1,004

1,486

1,022

トップインタビュー

第2四半期
連 結 財 務
ハイライト
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（ ） （ ）

（ ） （ ）

事業区分別概況 

　震災による通信設備の復旧・復興に継続して注力するとともに、故障
修理・保守などの設備運営業務のエリア拡大等に積極的に取組み、
上半期売上高は520億円（前年同期実績491億円）となりました。
　また、事務所やシステムの統廃合による工事コストの削減や業務プロ

セスの標準化等様々な生産性向上施
策を推進し、統合効果の創出を図って
います。

　スマートフォンの普及により、ユーザーのニーズが高度化・多様化
する中、LTE方式の導入工事やトラヒック増対策工事、地下鉄駅間の不

感地対策工事に積極的に取組み、上半期売
上高は303億円（前年同期実績259億円）と
なりました。
　また、モバイル事業の一体的な業務運営体
制を最適化し、全国規模での相互協力体制を
整備し事業の拡大を図っています。

NTT通信設備事業

生産性向上施策の推進により統合効果を創出 LTE方式の導入工事や、地下鉄駅間対策工事に取組む

●NTTグループの固定通信分野における通信設
備の建設・保守・運用

●首都圏・関西圏を中心に所外系・所内系全般に
わたる事業展開

モバイル通信設備事業
●モバイルキャリアの通信設備の建設・保守・運用
●マルチキャリア対応で全国展開

Wi–Fiサービスの拡大やメガワット級太陽光発電システムの構築に取組む

総合設備事業
●一般企業、官公庁の情報通信基盤設備の建

設・保守・運用
●環境・新エネルギー関連および海外関連事業へ

展開

光ファイバー開通工事

野球場Wi-Fi
環境構築工事

携帯電話
無線基地局建設

　クラウド・コンピューティングが急速に拡大する中、サーバやネットワーク機
器などの監視サービスや、基幹ネットワークの設計・施工などの企業向け
マネージメントサービスに注力し、上半期売上高は145億円（前年同期
実績118億円）となりました。

　また11月には、ソフトウエア事業の
強化のため㈱アクティスを子会社化す
るなど、「総合エンジニアリング＆サービ
ス会社」への展開を一層強化してい
きます。

ICT事業
●一般企業、官公庁の情報通信システムの建設・

保守・運用
●ネットワーク（LAN／WAN）を基に上位レイヤ
（アプリケーション／コンテンツ）の事業を展開

事業領域を拡大し「総合エンジニアリング＆サービス会社」への展開を強化

サーバ設定工事

　公衆無線LAN（Wi–Fi）の拡大やメガソーラー等太陽光発電システム
の構築など、幅広い分野での事業拡大により、上半期売上高は195億円

（前年同期実績141億円）となりました。
　また、今年1月に子会社化した㈱日設に加え、下水工事に強みを持つ

片倉建設㈱、沖縄県に基盤を持つ
㈱沖創工を子会社とし、電気・空調
分野や社会インフラ分野の体制強化
を図っています。

各事業の売上高については、2012年9月期の数値を記載しております。ミライトグループ事業再編成

グループ会社 グループ会社

リソース調整
営業調整

人材育成・交流
安全・品質施策の推進
ＫＡＩＺＥＮ活動推進

㈱ミライト
（大明と東電通が合併）

㈱ミライト・ホールディングス

㈱ミライト・テクノロジーズ
（コミューチュアが商号変更）

エムズ・ブレインセンタ新ビジネス推進室

ミライト統一ブランド
総務人事・経理等
共通業務を集約

事業領域の
拡大を推進

連　携

　当社グループは２０１２年１０月１日に㈱ミライトと㈱ミライト・テクノロジーズの２社体制に移行いたしました。
　今後はこれまで培った３社の技術、経験、人的資源を結集して、ミライトという一つのブランドのもと、

新たな変革にチャレンジしてまいります。

技術、経験、人的資源を結集して新たな変革にチャレンジ

「総合エンジニアリング＆サービス会社」に向けて新しい企業価値を創造

事業領域の拡大
●新ビジネス推進室を核として、新たな事業領域の拡大を推進　
●既存事業の周辺分野の開拓（ＮＴＴ事業、モバイル事業）　
●Ｍ＆Ａによる事業領域の拡大

事業再編成による統合効果の創出 ●効果要員の成長分野へのシフト　
●事務所統合等経営資源の有効活用と重複コスト削減

事業再編成による
プラットフォームの整備と統一

●人事制度等の統一　
●社内システムの統一と子会社への導入拡大　
●ＭＢＣ（エムズ・ブレインセンタ）による共通業務の集約・効率化
　子会社を含めた共通業務のＢＰＲを推進

生産性の一層の向上
●間接費の削減　
●元請け／子会社／協力会社体制の再構築　
●子会社再編成による機能強化・効率化とコスト削減

前年同期比

26億円増

上半期売上高

145億円
前年同期比

54億円増

上半期売上高

195億円

前年同期比

29億円増

上半期売上高

520億円
前年同期比

43億円増

上半期売上高

303億円
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もっと知りたい
　ミライトの事業
最近の事業内容の変化について、

皆様の疑問にお応えします。

Q  A トピックス 

● 地域社会への参加　〜江東区豊洲地域イベント「第１９回豊洲フェスタ」に参加〜

● 新規事業領域の拡大  〜メガワット級の太陽光発電システムを構築〜

Q  A

2011年3月期 2012年3月期 2014年3月期
（中期経営計画）

2013年3月期
（今期計画）

NTT通信設備事業

モバイル通信設備事業

ICT事業

総合設備事業

売上高

営業利益

営業
利益率

2,466 2,360

2,800

426 374

267

603

1,114

2,650

466

319

754

1,111

256

681

1,100 49 52
83

2.2

3.1

2.0

1,000

120

800

500

500
4.2

（単位：億円・％）●中期経営計画 2０１１年３月期（２０１０年度）～２０１４年３月期（２０１３年度）

事業領域の拡大に積極的に取組んでいるそうですが、
どのような取組みをしていますか？

　ミライトグループでは、各社支店での地域清掃活動など地域社会
との交流に積極的に取組んでおりますが、本社ビルのある江東区
豊洲地域では毎年秋に開催される「豊洲フェスタ」に近隣企業とともに
参加し、地域住民の皆様との交流を図っています。
　今年は１０月２７日、２８日の２日間にわたり開催され、「ミライトの森（※）」
と題したミライトブースでは当社グループ社員の有志による様々なイベ

ント行い、たくさんの地域の皆様にお越し
いただきました。

　ミライトグループはグループの持続的な発展を可能にするため、
新規事業領域の拡大に積極的に取組んでいます。環境問題やエネル
ギー問題への関心が高まる中、太陽光発電システムの施工体制を
整備するなど、環境事業への対応力強化を図ってきましたが、このた
びミライトグループとしては初となるメガワット級の発電所構築工事を
受注し、売電用受変電施設の構築等を担当いたしました。
　引続き技術力の向上に努め、安全で高品質なサービスを提供する
ことで「総合エンジニアリング＆サービス会社」への展開を加速し、事業
領域の拡大と企業価値の向上を図ってまいります。

（※）「ミライトの森」は参加社員で考えたボランティアチームの名称です。
　　私たちミライトグループも、豊かな森のように、地域の皆様や社会と
　　の共生を目指したいという想いを込めています。

「F佐倉太陽光発電所」建設工事

2011年3月期は、統合3社の単純合計値です。

　来期２０１３年度が最終年度となる中期経営計画（売上高２，８００億円、営業利益
１２０億円）の達成と、「総合エンジニアリング＆サービス会社」の実現を目指していくため
には、既存の分野を拡大するだけでなく今後の拡がりが期待できる新規事業分野を
開拓していくことが不可避です。
　ミライトグループは、これまで「ＩCＴ・通信設備」、「電気設備」のインフラ構築を中心
に事業を展開してきましたが、設計等の上流工程から施工、維持管理等の下流工
程までを提供する事業の「幅」と、下位レイヤから上位レイヤまでをカバーする事業の

「高さ」をお客様に提供していくことで持続的な成長を果たしたいと考えています。
　これらの事業展開を進めていく上で、従来の当社グループにはないスキルが求めら
れてきます。当社グループでは、そこに対応する人材育成に注力しながらも外部との
連携や新たにミライトグループの一員となった企業とのシナジーによる一層の競争力の
強化により、お客様から最高の満足と信頼を得られるパートナーであり続けるために、
グループの総力を挙げて取組んでまいります。

●グループ再編及び業務提携状況

2012年1月 ㈱日設を子会社化　
空調事業を加える
▼

2012年6月 片倉建設㈱を子会社化　
下水道事業を加える
▼

2012年7月
㈱コミューチュア情報シス
テム、㈱アイシーエル、㈱
シンプルが合併、㈱ミライ
ト情報システム設立
▼

2012年7月
㈱沖創工を子会社化　
沖縄のＩＣＴ・総合設備事業
を加える
▼

2012年7月
ジューレックス㈱と業務提携
消費電力制御
ソリューション分野
▼

2012年10月

大明㈱と㈱東電通が合併し、
㈱ミライトに
㈱コミューチュアが商号変
更し、㈱ミライト・テクノロ
ジーズに
▼

2012年11月 ㈱アクティスを子会社化
通信ソフト事業を強化
▼

2012年11月 ㈱アクロネットに20％出資
ソフト営業を強化
▼

現在取組中
ミャンマーに現地法人設立
を申請　
ソフトのオフショア開発拠点

２０１３年３月期（今期）

２０１2年３月期（前期）
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http://mirait.co.jp/ir/financial/highlight/

▼詳しい財務情報は当社IRサイトよりご覧いただけます。
連結財務諸表データ

（内訳）
流動資産 １，０79億円

（内現預金等 204億円）
固定資産 ４５7億円

資産
1,537億円

（内訳）
資本金 ７０億円

資本剰余金 ２59億円
利益剰余金 689億円
自己株式 △１６億円
少数株主持分 ２5億円

負債
507億円

（内有利子負債 5億円）

純資産
1,029億円 （内訳）

流動資産 1,030億円
（内現預金等 224億円）
固定資産 456億円

資産
1,486億円

（内訳）
資本金 7０億円

資本剰余金 259億円
利益剰余金 681億円
自己株式 △16億円
少数株主持分 27億円

負債
464億円

（内有利子負債 4億円）

純資産
1,022億円

2012年3月末
ミライト連結 B/S 2012年9月末

ミライト連結 B/S

自己資本
994億円

自己資本比率
66.9％

連結損益計算書のポイント 連結貸借対照表のポイント

売上高の推移 （単位：億円）

2012年3月期
第2四半期実績

2013年3月期
第2四半期実績

NTT通信設備
事業

モバイル
通信設備事業

ICT事業

総合設備
事業

▶LTEのエリア拡大
▶地下鉄駅間通信の増加

▶サーバ、ネットワーク機器などの監視サービス増加
▶官庁、銀行などのＰＢＸ・ＬＡＮ案件の拡大
▶ソフトウェア事業の拡大（連結子会社の業績寄与）

▶Ｗｉ-Ｆｉサービス全国案件の受注
▶ＣＡＴＶ工事の増加
▶太陽光発電システムの拡大
▶オフィスリニューアル工事
▶子会社化した日設や片倉建設の
　業績寄与

▶震災復興関連の売上増加
▶シェアードサービス拡大による
　光回線工事増加
▶電柱更改工事の増加

1,165

1,010

54

26
43

29

154

営業利益の推移 （単位：億円）

2012年3月期
第2四半期実績

2013年3月期
第2四半期実績

売上高増加

販管費
改善

売上総利益率
改善

37

2

4

16

15

35

▶業務集約、拠点統廃合等による
　統合効果
▶モバイル事業のＰＦ化による
　体制強化と効率化
▶システム統合及び生産性向上等
　ＫＡＩＺＥＮ施策の継続実施

▶事業会社：業務集約・効率化、諸経費節減により ＋7億
▶グループ子会社：連結対象子会社の増加等により▲3億

　当第２四半期の連結業績につきましては、モバイル事業、
総合設備事業等各事業において順調に推移したことから、
売上高は1,165億円となりました。損益面につきましては、
売上高の増加と業務効率化施策の推進による利益率の
改善などにより、営業利益は37億円となりました。

Point 連結業績につきまして
　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、手許流動
資金や未成工事支出金が増加したものの、完成工事未収
入金等の売掛債権が減少したため、前連結会計年度末と
比べて50億円減少し1,486億円となりました。
　負債は、支払手形・工事未払金等が減少したことなどに
より、前連結会計年度末に比べ43億円減少し464億円と
なりました。
　純資産は、四半期純利益を計上したものの、配当金
の支払等により前連結会計年度末と比べて７億円減少
し、1,022億円となりました。
　この結果、自己資本比率は66.9％（前連結会計年度末
は65.3％）となりました。

Point 資産、負債及び純資産の状況

連結キャッシュ・フロー計算書のポイント

連結キャッシュ・フローの推移 （単位：億円）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、未成工事支出金等の増加
や仕入債務の減少があったものの、売上債権の減少等により42
億円の増加となりました。

Point 営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産及び無形
固定資産の取得による支出等により11億円の減少となりました。

Point 投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出
や配当金の支払等があったことにより11億円の減少となりました。

Point 財務活動によるキャッシュ・フロー

2012年3月期

期末残高

196

2013年3月期
第2四半期実績

期末残高

216

営業活動

投資活動

△11

財務活動

△11
42

フリー・キャッシュ・フロー31

（注）期末残高は現金及び現金同等物
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利益配分に関する基本方針及び配当予想
当社は、業績や配当性向などにも配意しつつ、安定的な配当を行うことを基本方針としております。当期の中間配当金につきまして
は、昨年と同額の１株当たり10円とさせていただきました。なお、当期の期末配当金は１株当たり10円を予定しております。これによる
年間配当金は20円となる予定です。

株主優待について
3月31日現在の株主名簿に記録された１単元（１００株）以上保有株主様を対象に、一律に1,000円相当のギフトカードを贈呈する予定
です。

●株主還元について

会社の情報  （2012年10月1日現在） 株式の情報  （2012年9月30日現在）

会社概要 株式の状況 所有者別株式分布状況│（自己株式除く）

商号 株式会社ミライト・ホールディングス　　
英文表記：MIRAIT Holdings Corporation

設立 平成22年10月1日

本店所在地 〒135-8111 
東京都江東区豊洲5丁目6番36号

電話 03-6807-3111 (代表)
資本金 7,000百万円
上場証券取引所 東京証券取引所・大阪証券取引所（各市場第一部）

事業内容
電気通信工事、電気工事、土木工事、建築
工事及びこれらに関連する事業を行う子会社
及びグループ会社の経営管理等

決算期 3月31日
単元株式数 100株

主な営業拠点

●金融機関 24,384,018株 （29.59%）

●金融商品取引業者 406,590株 （  0.49%）

●その他の国内法人 25,893,902株 （31.42%）

●外国法人等 12,412,115株 （15.06%）

●個人・その他 19,312,474株 （23.44%）

●金融機関 45名 （  0.31%）

●金融商品取引業者 35名 （  0.24%）

●その他の国内法人 272名 （  1.89%）

●外国法人等 138名 （  0.96%）

●個人・その他 13,921名 （96.60%）

発行可能株式総数 330,000,000株
発行済株式総数 85,381,866株

（うち、自己株式の数 2,972,767株）
株主数 14,412名

※持株比率は当社所有の自己株式（2,972,767株）を控除して計算しております。

大株主│（上位10名）

株主名 持株数
（百株）

持株比率
（％）

住友電気工業株式会社 162,360 19.70 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 51,749 6.28 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 49,493 6.01 
ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン エス エル 
オムニバス アカウント 25,591 3.11 

住友電設株式会社 24,886 3.02 
ビービーエイチ フオー フイデリテイ ロープライスド ストツク フアンド

（プリンシパル オール セクター サブポートフォリオ） 23,500 2.85 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 18,124 2.20 
ミライト・ホールディングス従業員持株会 15,216 1.85 
株式会社みずほコーポレート銀行 12,297 1.49 
野村信託銀行株式会社（投信口） 8,974 1.09 

所有者別株式数

所有者別株主数

合計
82,409,099株
（100％）

合計
14,411名
（100％）

役　員  
代表取締役会長 八木橋 五郎
代表取締役社長 鈴木 正俊
代表取締役副社長 髙江洲 文雄
代表取締役副社長 西村 憲一
取締役 鷲山 幾男
取締役 得井 慶昌
取締役 桐山 学

取締役（社外） 田辺 克彦
取締役（社外） 薦野 寧
常勤監査役（社外） 宇垣 義昭
常勤監査役 田中 信義
監査役（社外） 菅沼 敬行
監査役（社外） 大工舎 宏

主要グループ会社  

設立年月 昭和19年12月
本店所在地 東京都江東区豊洲5丁目6番36号
資本金 5,610百万円
主な事業内容 情報通信エンジニアリング事業等
従業員数（連結）4,518名（2012年9月30日現在）

株式会社ミライト

設立年月 昭和35年6月
本店所在地 大阪府大阪市西区江戸堀３丁目３番１５号
資本金 3,804百万円
主な事業内容 情報通信エンジニアリング事業等
従業員数（連結）2,769名（2012年9月30日現在）

株式会社ミライト・テクノロジーズ

大明株式会社と株式会社東電通は合併して株式会社ミライトに。
株式会社コミューチュアは株式会社ミライト・テクノロジーズに商号を変
更いたしました。

関　東
● 本社
● 栃木支店
● 群馬支店
● 茨城支店
● 埼玉支店
● 千葉支店
● 神奈川支店
● 港営業所
● 品川営業所

● 東京本社
● 東京支店
● 群馬支店
● 埼玉支店
● 千葉支店
● 神奈川支店

北海道
● 北海道支店

● ㈱ミライト
● ㈱ミライト・テクノロジーズ

● 北海道支店

中　部
● 信越支店
● 東海支店
● 北陸支店
● 沼津営業所

関　西

東　北
● 東北支店
● 福島支店

● 西日本支店
● 京都支店
● 兵庫支店

● 本社
● 滋賀支店
● 京都支店
● 大阪支店
● 兵庫支店
● 奈良支店
● 和歌山支店

中　国
● 中国支店

九　州
● 九州支店

四　国
● 四国支店

沖　縄
● 沖縄支店 ● 沖縄支店
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株主メモ

本社所在地：〒135-8111  東京都江東区豊洲5-6-36　
電話：03-6807-3111（代表）　URL：http://www.mirait.co.jp/

事業年度 ４月１日から翌年３月３１日まで
期末配当金受領株主確定日 ３月３１日
中間配当金受領株主確定日 ９月３０日
定時株主総会 毎年６月
基準日 ３月３１日
株主名簿管理人 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同連絡先

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
Tel．0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所・大阪証券取引所（各市場第一部）

公告の方法

電子公告により行います。
公告掲載ＵＲＬ：http://www.mirait.co.jp/

（ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に公告いたします。）

ご注意
1. 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取および買増請求その他各種お手続

きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主
名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 当社と（旧）大明株式会社、（旧）株式会社コミューチュア、（旧）株式会社東電通の株
式移転の効力発生日の前日である平成２２年９月３０日において各社の株式を特別口
座でご所有の場合、株式移転前の各社の株主名簿管理人が特別口座の口座管理
機関となっております。特別口座に記載された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、下記特別口座の口座管理機関にお問合せください。なお、特別口座の口座
管理機関の全国各支店にてもお取次ぎいたします。　

3. 未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

（旧）大明株式会社および（旧）株式会社コミューチュア株式にかかる
特別口座の口座管理機関と連絡先　
三井住友信託銀行株式会社 Tel.0120-782-031（通話料無料）

（旧）株式会社東電通株式にかかる特別口座の口座管理機関と連絡先
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 Tel.0120-232-711（通話料無料）

（旧）大明株式会社株式のうち、（旧）東邦建株式会社株式にかかる特別口座の口座管理機関と連絡先
みずほ信託銀行株式会社 Tel.0120-288-324（通話料無料）

環境保全のため、
植物油インキを使用して
印刷しています。

●Webサイトのご紹介

http://www.mirait.co.jp/

当社Webサイトでは、事業内容やIR情報などの情報が
ご覧いただけます。

ミライト 検  索

●IRサイト
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